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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 補体成分およびその制御因子の遺伝的多型の研究

は，人類遺伝学，法医学，さらにその遺伝的欠損症の

病態解明に有益な清報をもたらしており，その研究に

は主に電気泳動的手法が用いられている．

 Factor I（C3b inactivator）は補体第2経路におけ’

る制御因子であって，フィードバック機構によるC3の

過剰な分解消費に抑制的に働いているが，その遺伝的

多型に関する報告は未だない．本研究では，日本人血

液試料を用いて等電点電気泳動とelectroblotting（電

気泳動的転写）および酵素抗体法によりFactor Iの遺

伝的多型の存在を明らかにした．

 実験方法

 試料は血縁関係のない435名の東京在住の健常人お

よび46家族149名より得たEDTA血漿をノイラミニ

ダーゼ処理して用いた．等電点電気泳動は1．OM尿素

を含んだ厚さ0．5mm， pH 3，5～9．5のポリアクリルア

ミドゲルを用い，10W，最大1，000Vで3時間行った．

泳動終了後さらにゲルより蛋白をニトロセルロース膜

上に電気泳動的に転写（400mA，50分）したのち，酵

素抗体法によりFactor Iの検出を行った．

 結果と考察

 1）日本人435例について検討を行ったところ，その

等電点電気泳動像はpH 6．5～7．5の範囲内において，

2本の主バンドとさらに数本のバンドより成る2つの

ホモ接合型と，さらにそれらのヘテロ接合型の3種の

表現型に分類され，Factor Iには多型性変異の存在す
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ることを論い出した．

 2）46家族についてその遺伝様式を検討したところ

Factor Iの多型は2つの対立遺伝子により発現され，

常染色体性共優性遺伝を示すことが認められた．さら

にHLAおよびその他の補体成分との連鎖についても

検討を行ったが，主要組織適合遺伝子複合体（MHC）

との連鎖は認められなかった．

 3）3種類の表現型をそのバンドの等電点により

FB（陰極側）， FIA（陽極側），およびFIABと命名し

た，さらにFactor Iの遺伝的多型性を発見する2つの

対立遺伝子をFI＊A， FI＊Bとし，この新しい遺伝

標識をFI型と呼ぶことを提唱した．

 4）日本人435例におけるFI型の遺伝子頻度は， FI

＊B＝0．8931，FI＊A；0．1069であった，このFI型を

法医学領域，特に親子鑑定に応用した場合，その父権

否定確率は8．6％であり今後有用な遺伝標識となるこ

とと考えられる．

 結論

 補体系制御因子Factor Iの遺伝的変異性の解析を

電気泳動的手法により検討した．その結果，遺伝的多

型の存在することを見い出しこの遺伝標識をFI型と

呼ぶことを提唱した．今後人類遺伝学，法医学，さら

には，C3の過剰な分解消費を伴うFactor I欠損症の解

析等にも有用性が高い遺伝標識となることが考えられ

る．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本研究は補体第2経路における制御因子であるFactor I（C3b inactivator）において，等電点電気

泳動とElectroblottingおよび酵素抗体法により遺伝的多型の存在することを見出し，さらに家系調査

によりその遺伝様式を明らかにしたものであって，学術上価値あるものと認める．
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